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ⅠⅠ  保保健健管管理理セセンンタターー概概要要  
令令和和５５年年度度  

  
１１．．保保健健管管理理セセンンタターー職職員員  

センター長  竹 村 博 文  （併任，医薬保健研究域医学系教授） 

教   授  吉 川 弘 明  （学校医・産業医・内科医） 

教   授  足 立 由 美  （公認心理師） 

助   教  阿 保 未 来  （学校医・産業医・内科医） 

〃    島 上 哲 朗  （学校医・産業医・内科医） 

〃    馬 場 絢 子  （公認心理師） 

保 健 師  得 永 美 和  （保健師） 

〃    森   真 理  （保健師） 

〃    髙   知嘉子  （衛生管理者・保健師） 

〃    安 田 裕 子  （保健師）（令和５年4月～） 

〃    山 本   葵  （保健師）（令和５年9月～令和６年2月） 

 

２２．．  非非常常勤勤講講師師等等  

学 校 医 小 山 善 子   角間地区担当（精神科医） 

〃   飯 田 宗 穂   角間地区担当（内科医） 

〃   多 田 隼 人   宝町地区担当（内科医） 

〃   原   大 介   宝町地区担当（内科医）（令和5年 4月～） 

〃   佐 野 滋 彦   角間地区担当（精神科医）（令和5年 4月～） 

非常勤講師  佐 野 隆 子   角間地区担当（公認心理師） 

〃    柴 田 英 登   角間地区担当（公認心理師） 

〃    長 尾 裕 子   角間地区担当（公認心理師） 

〃    田 中 龍 児   角南地区担当（公認心理師） 

〃    中 村 美知恵   角間地区担当（公認心理師） 

〃    藤 解   舞   角間地区担当（公認心理師） 

 

技術補佐員  柿 本 晴 美  （看護師） 

〃    杉 本 奈 央  （保健師）（令和５年4月～） 
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あ と が き 
 
保健管理センター教授 吉川弘明 
 
 令和 6 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震は、私たちに大きな衝撃を与えました。本学
では復興支援を全学を挙げて進めるため「能登里山里海未来創造センター」を設置しました。
その一部門に、こころのケアにあたるチーム KEYPAT（Kanazawa Educational Yell 
Psychological Assistance Team）が作られ、当センターが運用を担っています。KEYPAT は、
附属病院神経科精神科、災害派遣精神医療チーム（DPAT）の活動と補完しながら、学内の
支援から徐々に学外に向けて支援の対象を広げています。その活動報告は、いずれさせてい
ただきます。 
 さて、令和 5 年は 10 月 4 日から 5 日にかけて石川県立音楽堂を会場に、第 61 回全国大
学保健管理研究集会が本学と公益社団法人全国大学保健管理協会の共催により開催されま
した。大会テーマは「大学におけるウェルネス向上をめざして」で、和⽥学⻑、竹村保健管
理センター⻑、当センター教職員、学務部職員が一丸となって全国から集まった 700 名を
超える参加者を温かくお迎えし、日頃の実践と研究を報告しました。本学からは学⻑とセン
ター⻑の開会挨拶に引き続き、森本理事（副学⻑）の本学の学生支援体制（KUGS サポート
ネットワーク）に関する教育講演、当センターが学生支援 GP から継続している「学生支援
プログラム」の食育担当講師（地元の寿司職人、シェフ、パティシエ）による特別講演、藤
原浩 産科・婦人科学 教授の女性のウェルネスをテーマにした特別講演、メンタルヘルスに
効く（聞く）フルートとピアノのコンサートを提供し、好評を博しました。研究集会の報告
は次号の年報・紀要でご紹介することになります。 
 研究集会では「平常時のウェルネス向上」をテーマとしましたが、たくさんの課題がある
ことが分かりました。一方、日本を含めた世界のどこにおいても、地震に限らず様々な災害
は時を隔て確実に起こります。その時には、支援と復興のための活動をパッケージ化して、
いつでも提供できるよう準備しておくことが必要だと思います。その中で、KEYPAT は「こ
ころのケア」を担当するチームとして中・⻑期的な支援を担い、その方法についても検討を
進めていきたいと思います。 
 最後になりましたが、日頃から学生のサポートに連携してくださる教職員の方々、安全衛
生活動にご理解を示してくださる方々に深く御礼申し上げます。また、より良い未来を創る
ため、一緒に活動してくださる皆様に感謝申し上げます。 
 
 

2024 年 3 月 1 日 
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